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■９月１６日：奥多摩・御岳山 

参加者：大野 大野 小野寺 遠藤 河又 曽根 

神保 西村 細谷 松田 草野(11名） 

●今回の山行は、御岳山から鳩ノ巣へ下る尾

根の途中、大楢峠のナラの大木を見たいとい

うことで計画したが、大楢峠にはナラの巨木

は見当たらなかった。一本それらしい枯れた

大きな木があったが確かではない。 

 御嶽駅からバスとケーブルを乗り継いの木

はで御嶽神社の参道まで楽をする。山頂の御

嶽神社までの道は舗装と石段の連続で、けっ

こう嫌になる。文化財に指定されている茅葺

屋根の御師の家の横から鳩の巣への山道に入

る。所々登りはあるが、全体に緩やかな下り

で楽ちん。途中、山道のわきの開けたところ

で昼食。昼食後間もなく大楢峠、だがナラの

大木はみつからず、ここらあたりから林道工

事で、本来のルートが通行禁止に、城山山頂

経由に作られた代替ルートを行くことに。こ

の日は湿度が高く風も無しで、一気に汗が噴

き出す。大回りをさせられた気がしたがほど

なく鳩ノ巣へ。この時期結構たくさんの秋の

草花に出会えた。（Ｋ） 

 

 

●今日は駅前からバスとケーブルで山頂へ、

その後は3時間下るだけの高齢者向け楽々プ

ランだ、と思っていたがやっぱり山ゆり。落

とし穴がありました。後半、迂回コースにな

った城山は 760Ｍでも、想定外の急登と急な

下りが続きました。 

天気は薄曇り、雨こそ降らないが、無風

で滅茶蒸し暑い。拭いても拭いても汗が出る。 

タオルを忘れて、味方は飲み水とハンカチの

み。頂いた梨が美味しかった。 
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そんな中にも、秋の気配が。萩、秋

海棠、トリカブト、ホトトギス、つる

竜胆等が沢山見られ、アケビの実も落

ちていて、茸も沢山。大きいの、小さ

いの、食べられそうなのも。色も白や

紫、茶色、黄色等いろいろでした。 

とても疲れて帰ったら、体重が 2Ｋ

も減っていた。  （松田雄二） 

 

 

●編笠山から権現岳に行きました 

 梅雨入り間近な6月２日天気が良さそうな

ので思い切って小渕沢駅からタクシーで観音

平まで行き編笠山、青年小屋泊、権現岳、三

ツ頭を経て甲斐小泉駅へと歩いてきました。 

 当日の天気は午後にわか雨との予報で10

時半に観音平をスタートした時は曇り空でい

つ降ってくるか気になりながらの出発でした。 

 笹原のレンゲツツジのオレンジが色を添え

る中、雲海展望台、押手川と順調に歩けまし

たが、押手川から編笠まで標高差４００メー

トル、コースタイム８５分、樹林帯の中大き

な岩を両手を使ってよじ登る所もあり、赤テ

ープの間隔も大きく、あまり出会わない下山

者に進む方向を示されながら歩き、空が見え

いよいよ山頂かと思ってからも岩ゴロの道を

歩き13時半やっと山頂に着きました。 

 

 明日登る権現岳や赤岳、南アルプス、雲の

上に頭を見せていた富士山を目にし降られる

ことなく青年小屋に下りました。 

 翌朝 6時 20分小屋を出て権現岳を目指し

ました。途中の鎖を心配していましたが、足

元はしっかりしていて安心して歩けました。 

 途中イワカガミ、ミツバオウレン、キバナ

ノコマノツメ等の小さな花や鹿の姿に満足し

て下っていました。 

 八ヶ岳横断道路までは観音平まで戻る下山

者もいたのですが、鐘掛松まで来ると小泉駅

方面の標識はあるものの道がわからずウロウ

ロ、、、やっと赤いテープを見つけあまりは

っきりしない踏み跡をを進みましたが赤テー

プ、踏み跡がわがらなくなり不安になった時

前方に道路が見え何とか道路に出ると登山口

の案内があり小荒間の信号でホットしました。 

 小泉駅までも何の案内も見当たらず、尋ね

る人にも会わず鳳凰三山を眺めながらひたす

ら車道を歩き踏切を渡り駅への案内を見たと

きはやっと一息付けました。 

 小海線の時間があったので平山郁夫美術館

によって17時頃家に帰りました。 

 山梨百名山 55座目でした。(曽根弘子） 

 

 

●岩手県普代村訪問記 

６月２９日から７月2日の 4日間東北を旅し

た。最初の二日間は秋田駒ヶ岳へ高山植物を

見に、後半の2日間は岩手県三陸海岸に。 

 初日は乳頭温泉郷の大釜温泉に泊り二日目

は秋田駒ヶ岳、といってもバスで八合目まで

いけるので楽な登山だ。天候はいまいち、通

常ならこの時期梅雨前線はまだ東北には上が

ってこないはずだが今年は異常続き秋田県側

は雨模様。八合目行きのバスはほぼ満員、登

山口付近からハクサンチドリの沢山咲いてい

る。姿かたちが一株一株がこれほど見事なの

は初めてだ。登るにしたがってガスが濃くな

り、山頂に着いたときはついに雨が、早々に

下ることに。雨が激しくなったので、予定の

コマクサ群落コースはあきらめ、地元の方の
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勧めで、八合目に周回するコースへ。途中に

もうひとつコマクサの群落があり十分見ごた

えがあった。二日目は水沢温泉泊り。 

 三日目は、盛岡に出て山田線で宮古へ。宮

古から三陸鉄道北リアス線に乗り換え、普代

下車。今回の目的地の普代村へ。 

 岩手県普代村は１２０年ほど前の１８９６

年の明治三陸大津波で３０２人、８０年前の

１９３３年の昭和三陸大津波で１３７人が犠

牲になった。２０１１年の東日本大震災は三

陸から千葉の海岸まで大津波に襲われ沿岸の

多くの市町村が壊滅的な被害を被った。とこ

ろがこの中で２０ｍを超える津波に襲われな

がら奇跡的に死者も出さなかった村があった。

それがこの岩手県普代村。この村をあの巨大

津波から救ったのが、高さ15.5ｍの普代水

門と同じく高さ15,5m の普代堤防である。私

の今回の旅の目的はこの奇跡的と言える普代

村を見ることにあった。 

 巨大津波から村を救った水門と堤防は、一

人の村長の執念で造られた。戦後４０年以上

村長を務めた和村幸得さんだ。和村村長は自

身が昭和８年の昭和三陸大津波を経験し、明

治２９年の明治三陸大津波の経験をその父の

代から聞いて育った。彼は「２度あったこと

は、３度あってはならないと」村長として決

意し、村内をくまなく歩き、過去の津波の痕

跡を調査、最大級の津波から村を守るに

15.5ｍの水門と堤防を造ることを決意した。

1980 年代前半、当初、県も国も堤防の高さ

は6ｍで十分と和村村長の提案を受け入れな

かったが、過去の津波被害の実態を訴える和

村村長の熱意の前に、県も国も折れた。そし

て1987 年普代川河口に幅200ｍ高さ 15.5m

の代水門が、漁港入口に海岸には同じく高さ

15.5m の普代堤防が完成した。完成後は村内

からも、こんな大きなものを造って実際役に

立つのか-などの疑問を持つ人も少なからず

いたそうだ。 

普代水門 

津波は最大 23.6ｍ 

普代水門 海岸への道路   
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 水門や防潮堤はただ高ければいいもんでは

ない、津波の力はあまりにも巨大で、海岸で

まともに受けたのでは破壊されてしまう。有

名な田老の三重構造の防波堤も今回の津波で

破壊された。普代水門は河口から３００ｍほ

ど内陸に入ったところに造ることで津波の力

を弱め、水門を越した津波は河川敷の雑木林

で弱められ集落には到達しなかった。もう一

つの太田名部漁港の堤防は海に作るのではな

く、陸の集落の入り口に造り、漁港の堤防や

波消しブロック、漁港の建物などをあえて犠

牲にして津波の力を弱めて津波の侵入を防い

だ。和村村長の知恵の勝利でもある。 

 2011 年 3月 11日午後 3時過ぎ、あの東日

本大震災の巨大津波が岩手県沿岸から千葉県

沿岸までを襲った。特に岩手県から宮城県沿

岸の市町村は壊滅的な被害を被った。普代村

だけが奇跡的に無傷であった。 

 普代村の村民がこの事実を知った時、自分

たちの命が、家屋が和村村長の立てた水門と

堤防によって救われたことを知った。和村村

長は既に他界、村議会は和村村長への恩とそ

の功績を後世に伝えるべく「二度あったこと

は三度あってはならない」の顕彰碑を建て彼

の功績を称えた。 （Ｋ） 

           

 
■１１月案内；１１/１８（日）多摩丘陵 唐木田の道          ⓦ  

 唐木田駅からからきだの道ー長池公園―八王子別所の緑地―京王堀之内駅    

 ・集合：朝９時  小田急線 唐木田駅   

 ・持ち物：お弁当、雨具、ほか 

■１２月案内：１２/１６（日）渋沢丘陵 震生湖から頭高山303ｍ      ★ 

 今年最後の山行は渋沢丘陵です。汁物を作る予定です、ぜひ参加ください。 

 ・集合：朝８時３０分 小田急線 秦野駅  

 ・持ち物：お弁当、雨具、カップ（汁物を作る予定です） 

■例会の予定  県民活動動サポートセンター ９F 夕方５時から 

  ・１１月２０(火)：１１月例会   ・１２月１８日(火)：１２月例会 

  

あとがき  ・第四次安倍内閣が発足した。

閣僚の顔ぶれは安倍首相以下ほぼ全員が改憲

右翼団体・日本会議メンバーだ。全員野球を

目指すそうだがライトばかりでセンターやレ

フトがいない。最初に登板した柴山大臣、教

育勅語使える発言の初球大暴投、安倍監督は

交代させる気配なし。ほかにも疑惑で辞任し

た甘利や稲田といったお友達を入閣させた。

最初から閉店セール内閣だ。 ・9/30 投票

の沖縄知事選挙で玉城デニー氏が当選した。

玉城さん勝利の最大の意義は亡くなった前知

事翁長さんの「辺野古に新基地は作らせな

い」ことを公約にして勝ったことである。そ

れも対立候補が現政権のなりふり構わぬ支援

を受けての勝利で、３９万票を超える沖縄県

知事選の歴史上最高得票での大勝利

だ。 ・辺野古の争点を隠して辺野古推進

派が勝った名護市長選挙では「選挙結果が全

て」と語ったスガ官房長官は知事選結果に

「辺野古は予定通り推進」と、選挙結果が全

てなのなら辺野古は中止がスジであろ

う。 ・政府がレジ袋の有料化を検討して

いるそうだ。今頃何って感じだ。それよりこ

の６月に G7 首脳会議が合意した、海洋に廃

棄されれてる年間800万トンのプラゴミ対策

への文書に日本が署名を拒否していることの

方が問題だ。 

・小鳥来るそっと買ひたるパンの耳 （KM)  


